






その他のタイトル Teacher's Strategy for Teaching an
































































































状 況 授業理念認識 授業実態認識
く共通性志向>
① 市販の副教材を よく使うべきである よく使っている
② 上級学校の入学試験を かなり意識すべきである かなり意識している
③ どの子どもにも同じ内容で 教えるべきである 教えている
④ どの子どもにも同じ水準まで 学留させるべきである 学習させている
⑤ 子どもが嫌がっても大事だと 必ず教えるべきである 必ず教えている
思うことは
く独自性志向>
⑥ 白分の作ったプリントを たくさん配るべきである たくさん配っている
⑦ 自分なりの教材解釈を かなり行うべきである かなり行っている
③ 授業方法・スタイノレは 自分なりに工夫をすべきで 自分なりの工夫をし
ある ている
⑨ 子どもの学習進度に応じた個 すべきである している
別学習やグノレープ学習を
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全体 I I意欲的J 「わかるj 「みんなj
共通性志向
算 数① 87.4% 92.9% 85.2労 95.0% 
② 87.3% 92.6% 81. 5銘 100.0% 
③ 63.3% 66.7% 51. 9 % 70.0% 
④ 91. 8 ~ぢ 96.4労 92.6% 100. 0 ~ぢ
⑤ 12.8% 17.9% 7.4% 5.3 % 
社 会① 88.3必 96.4% 81. 5 ~ぢ 95.0労
② 90.9% 96.3% 88.9 % 100. 0 ~づ
③ 47.7% 48. 1 ~ぢ 48. 1 ~ぢ 60.0形
④ 72. 7 ~ぢ 78.6% 77.8 % 75.0% 
⑤ 20.2% 28.6% 11. 1 % 15. 8 ~ぢ
ー. ....・ 4晶・白血 喧ー ー ・ 司司._-
独自性志向
算 数⑥ 52.7% 57.1 % 55.6% 70.0% 
⑦ 48.1 % 42.9% 48. 1箔 60.0% 
③ 4.5 ~ぢ 7. 1 ~ぢ 0.0 % O. 0 ~ぢ
③ 14.8% 14.3% 11. 1 % 5.3 % 
⑬ 10.0% 10.7% 3.7% 5.0労
社 会⑥ 53.6% 53.6箔 55.6% 55. 0 ~ぢ
⑦ 40.7% 39.3% 40.7% 55.0% 
③ 2. 7 ~ぢ 3.6 % 0.0 % O. 0 ~ぢ
⑨ 36.1 % 35.7% 29.6% 26.3% 




















































































る学年会の位置づけを中心に-J r日本教育経営学会紀要 第32号 j，1990年.
( 4 )学級内の班の存在と教師の「怒意Jの関係についての論述として，諏訪哲二『イロニーと
しての戦後教育J白)1頃社， 1989年， 100頁
( 5 )杉尾宏編f教師の日常伎界』北大路書房， 1988年， 51頁
( 6 )向上， 145頁
( 7 )向上， 146頁




(11 )内容分析については， B. Berelson， “Content analysis in communication research" ， 
Glencoe， Free press， 1952 ( r内容分析j稲葉三千男・金圭焼訳，みすず書房， 1957年)， K. 
Kripendorf，“Content analysis-an introductory to its methodology"， Sage pub. 1980.を
参昭。
(12)木岡一明・榊原禎宏，前掲)89頁.
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